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第章「Translation of motivation into diverse networking pattern」では、アクティビストの動機が如
何にその背景にあるネットワークとリクルートのプロセスに影響を与えているのかを、おもにインタ
ビューに基づくデータから分析している。リクルートのプロセスは、a)emotion，b) intimacy，c)
educational institute，d) family，e) identityの五つに分類される。










そして最終章、第章「Summary, finding and conclusion」では、先行する各章での分析を通じて得ら
れた知見の概括と整理がなされるとともに、今後の研究課題に向けた展望が記されている。
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against existence social evils（kuriti/vikriti）, social service, social awareness）があると指摘し、このうち
第二番目の「現行の社会悪に敵対する抵抗」の「社会悪」は、Kuriti（bad, decay, devaluation, immoral, sin,

































book/literature, event, individual, family, rebel against existing social abnormalities）とその他項目で質問
されていた。ところが、800票のうち255票で「その他」の回答が観察された。そこでカルキ氏は、この動
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機項目を自由回答も含めて再構成する作業を行っている。まず、200数十の各回答を16に類型化し、さら
にその中間的概念をつの動機にまとめあげている。結果として出てきたのは、項目（ideology,
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